
新潟市會津八一記念館
月曜日（ただし祝日の場合は翌日）、12月28日～1月3日（冬季休館）、3月22日

一般５００円、大学生3００円、高校生2００円、小・中学生1００円
※団体20名以上2割引、土日祝日は小・中学生無料

新潟市會津八一記念館

BSN新潟放送

新潟市會津八一記念館   〒950-0088 新潟市中央区万代3-1-1 新潟日報メディアシップ5F
TEL.025-282-7612（10:00～18:00）   ht tp://aizuyaichi.or. jp

｜ 第12回 秋艸道人賞受賞作品｜
星 正一 氏（加茂市）

「わが友よ よき文綴れ ふるさとの
水田の畔に 読む人のため」

第12回写真コンテスト入賞入選作品展

會津八一の
歌を映す

〈作品解説会〉 第２、４日曜日、午前11時  当館展示室にて（企画展入場券が必要です）

［ 会 場 ］

［ 休 館 日 ］

［ 入 館 料 ］

［ 主 催 ］

［ 後 援 ］

平成30年

12月20日（木）～
平成31年

3月24日（日）
※2月13日（水）より一部入れ替えあり
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新潟日報社

淺川園、今成漬物店、大阪屋、里仙、高橋酒造

［ 共 催 ］
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《高田・濱谷邸にて》濱谷浩撮影　 片野恵介C



平成31年2月2日（土） 午後2時～
ホテル日航新潟 30階 鳳凰（〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島5-1）
100名  無料 
（予定）／淺井愼平氏（写真家）、和泉久子氏（鶴見大学名誉教授）、
神林恒道（會津八一記念館館長）

新潟市 會津八一記念館

〒950-0088 新潟市中央区万代3-1-1 新潟日報メディアシップ 5F
TEL.025-282-7612 / FAX.025-282-7614
当館へはメディアシップのエレベーターをお使いください。
（階段はございません）
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會津八一記念館
新潟日報メディアシップ5F

※イベント1、2とも往復はがきで「文芸講演会」、「表彰式・講評会」のいずれか参加希望を記し、住所、氏名、電話番号をお書きの上、會津八一記念館までお送りください。
※1通につき1名様までのご応募といたします。定員に達し次第、締め切ります。

〈 新潟市長賞 〉

「溝川の」
鷲津 宣夫 氏
（新潟市東区）

〈 胎内市長賞 〉

「みとらしの」
斉藤 登 氏

（新潟市北区）

〈 新潟日報社賞 〉

「毘沙門の」
青木 保 氏

（埼玉県所沢市）

〈 ＢＳＮ賞 〉

「月よみの」
中野 金吾 氏

（新潟市中央区）

〈八栗寺わたつみ賞〉

「なべて世は」
永本 啓子 氏

（奈良県奈良市）

〈審査員特別賞〉

「ひとり来て」
風間 憲文 氏
（胎内市）

會津八一書《苟日新日日新又日新》（当記念館蔵）
左手で投げる八一（新潟・白山球場にて 昭和20年代）
高島コレクション 中国明器《褐釉犬俑》（漢時代・当記念館蔵）

新潟駅から バス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分、新潟空港から タクシー約15分
メディアシップ駐車場（24時間営業） 220円（30分 税込）、夜間最大（20時～翌9時） 1,000円（税込）

万代シテイ共通駐車サービス券をご利用いただけます。 ※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐車場などもございます。

◎交通のご案内
◎駐車場のご案内
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會津八一書 李白詩《両人對酌山花開》（当記念館蔵） ※平成31年2月13日～3月24日まで展示
會津八一書画 鉢の子図《あさやまを》（当記念館蔵）
良寛書 木額《御免 御水飴所》（新潟市歴史博物館蔵） ※平成30年12月20日～平成31年2月11日まで展示
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第12回 秋艸道人賞 「會津八一の歌を映す」

写真コンテスト入賞入選作品展

會

角田勝久氏（新潟大学准教授）
「會津八一と良寛の書、どちらが好きですか？」
平成31年3月1日（金） 午後2時～3時半
新潟日報メディアシップ 2階 日報ホール 
150名　　　　　　 500円　

E V E N T  I N F O R M A T I O N

［ 講 師 ］
［ 演 題 ］
［ 日 時 ］
［ 会 場 ］
［ 定 員 ］ ［参加費］

第1２回 會津八一の歌を映す

［ 日 時 ］
［ 会 場 ］
［ 定 員 ］
［ 講 評 ］

イベントの申し込み方法

EVENT

1
EVENT

2

平成30年12月20日（木）～
平成31年3月24日（日）

同時
開催


